
小金井市 これからの人生をデザインするシンポジウム

変わりゆく地域社会と私にできること

室田信一
（東京都立大学）



どのような社会が望ましい？

地域住民同士が顔馴染み
で、困ったことがあったら
助け合う社会。

困ったことがあれば制度や
サービスを使って解決す
る。
近隣とはあまりお付き合い
しない社会。



「孤独なボウリング」R.パットナム

→孤独なカラオケ、孤独な焼肉
→孤独なクリスマス
→『孤独のグルメ』
→ソロ活 『ソロ活女子のススメ』

ぼっち社会



ロッテリアプレスリリースより
（https://www.lotteria.jp/uploads/pdfs/lotteria/000002/000002/20221207_christmas_pack.pdf, 2022年2月15日閲覧）



博報堂生活総合研究所「ひとり意識・行動調査1993/2023」
（https://www.hakuhodo.co.jp/news/newsrelease/106979/, 2023年12月15日閲覧）
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社会参加と健康

• 生涯を通してつながりの量は徐々に
低下していく。

• 社会とのつながりを作っておくこと
が健康にとって重要。

• 孤立の経験は肉体的苦痛と同じ脳内
処理が行われる。

• ボランティアする高齢者ほど自立を
維持しやすい。

• 近所づきあいが密なほど、健康感が
良く、将来への不安が低い傾向。

• 運動していなくても、運動グループ
に参加しているだけで要介護リスク
が低下する。

• 弱いつながりの強み。

UTokyo OCW
「つながりと健康格差」

村山洋史先生

https://ocw.u-tokyo.ac.jp/lecture_1818/



出典：前野隆司（2013）『幸せのメカニズム 実践・幸福学入門』講談社現代新書．

地位財 vs 非地位財

環境に恵まれている幸せ
健康である幸せ
心の要因による幸せ

自己実現と成長
つながりと感謝
前向きと楽観
独立とマイペース



やねだん

• 鹿児島県鹿屋市柳谷集落。
• 人口300人、高齢化率50％を超え
る集落が、住民総出で地域づくり
に取り組み、人口がV字回復し
た。

• 自分たちで耕作放棄地を耕してサ
ツマイモを栽培、焼酎「やねだ
ん」を販売し、収益を得る。

• 住民にボーナスを支給。
• 空き家を回収して移住者を受け入
れる。

• ポイントは、何もないと思われる
地域が実は資源で溢れている。



地域共生社会づくりのキモ



出典：厚⽣労働省

平成２７年９月 「新たな時代に対応した福祉の提供ビジョン」（「新たな福祉サービスのシステム等のあり方検討PT」報告）
多機関の協働による包括的支援体制構築事業（平成２８年度予算）

平成２８年６月 「ニッポン一億総活躍プラン」（閣議決定）に地域共生社会の実現が盛り込まれる

７月 「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部の設置

１０月 地域力強化検討会（地域における住民主体の課題解決力強化・相談支援体制の在り方に関する検討会）の設置

１２月 地域力強化検討会 中間とりまとめ

「我が事・丸ごと」の地域づくりの強化に向けたモデル事業（平成２９年度予算）

平成２９年２月 社会福祉法改正案（地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律案）を提出

「「地域共生社会」の実現に向けて（当面の改革工程）」を「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部で決定

５月 社会福祉法改正案の可決・成立 → ６月 改正社会福祉法の公布
※ 改正法の附則において、「公布後３年を目処として、市町村における包括的な支援体制を全国的に整備するための方策について検討を加え、
必要があると認めるときは、その結果に基づいて所要の措置を講ずるものとする。」と規定。

９月

１２月

地域力強化検討会 最終とりまとめ

「社会福祉法に基づく市町村における包括的な支援体制の整備に関する指針」の策定・公表及び関連通知の発
出

平成３０年４月 改正社会福祉法の施行

令和元年５月 地域共生社会推進検討会（地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会）設置

７月 地域共生社会推進検討会 中間とりまとめ

１２月 地域共生社会推進検討会 最終とりまとめ

令和２年３月

６月

社会福祉法等改正法案（地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律案）を提出

改正社会福祉法の可決・成立

※市町村における包括的な支援体制の構築に関する改正規定は令和３年４月施行予定

「地域共生社会」の実現に向けた地域づくりに関するこれまでの経緯
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出典：厚⽣労働省



出典：厚⽣労働省
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属性䞉世代䜢
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相談䞉地域䛵䛟
䜚䛾実施体制
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住民同士䛾㢦䛾見䛘䜛関係性䛾育成支援

⋝ 地域づくりに向けた支援

䞉世代䜔属性䜢超䛘䛶交流䛷䛝䜛場䜔居場所䛾確保
䞉多分野䛾䝥䝷䝑䝖䝣䜷䞊䝮形成䛺䛹䚸交流䞉参加䞉学䜃䛾機会䛾䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝖

Ⅰ䡚Ⅲ䜢通䛨䚸
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䞉多機関協働䛻䜘䜛
支援䜢実施

包括的䛺
相談支援䛾体制

⋛ 相談支援

䞉属性䜔世代䜢問䜟䛺䛔相談䛾受䛡止䜑
䞉多機関䛾協働䜢䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝖
䞉䜰䜴䝖䝸䞊䝏䜒実施

಺労支援

⋜ 参加支援

䞉既存䛾取組䛷対応䛷䛝䜛場合䛿䚸既存䛾取組䜢活用
䞉既存䛾取組䛷䛿対応䛷䛝䛺䛔狭間䛾䝙䞊䝈䛻䜒対応
䠄既存䛾地域資源䛾活用方法䛾拡充䠅

生活困窮者䛾就労体㦂䛻䚸経済的䛺困窮状態䛻䛺䛔
䜂䛝䛣䜒䜚状態䛾者䜢受䛡入䜜䜛 等

見守りಉ೜住支援䠄狭間䛾䝙䞊䝈䜈䛾
対応䛾具体例䠅
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• 断らない相談支援の体制
• 参加支援の仕組み（新たなサービスや活動の開発）

• 従来から存続する地縁関係
• 顔見知り、お互い様の関係
• 地域の活動などに参加・協力する関係
• 問題意識を共有する関係
• 住民/当事者の中に培われるリーダーシップ

• 協議体
• プラットフォーム
• ネットワーク

A

B

C

（出典：室田）（検討会提出資料を一部修正）

地域活動の構造



地域活動がある世界



川の図書館

調布市、東京都

出典：https://communitysite.chofu-city.jp/joinus/01/



チリンチリン三鷹

三鷹市、東京都

出典：https://www.facebook.com/cc.mitaka/



お楽しみ
お出かけツアー

東近江市、滋賀県

提供：東近江市社協



おすそわけ
野菜市

東近江市、滋賀県

提供：東近江市社協



まーぶ
（地域通貨）

箕面市、大阪府

出典：https://www.ma-bu.org/



そのほかにも・・・

Ø 地域のお助けサービス
Ø 集いの場
Ø 移動⽀援/地域交通
Ø 配⾷サービス
Ø ⼦ども⾷堂
Ø フードバンク
Ø 学習⽀援
Ø フリーマーケット/バザー 

提供：老人給食協力会ふきのとう



みんなで地域を変えていく

4ポイント



みんなで地域を変えるためには

矛盾しているけど
まずは自分が参加していることが大事

では、なぜあなたは参加するの？
参加の動機を他者に伝えている？

いろいろな参加の形がある
強い市民と弱い市民

中動態
DoingとBeing

その1



みんなで地域を変えるためには

一人でなんでもやらない
頼ることから始まるつながり

その2

人々のパワーで変化を起こす

15Community Organizing Japan

んが既にどのようにするかを知っているもので
す。物語を語らない人はいますか？誰とも関係を
構築したことが無い人はいますか？やろうと思っ
ていたことを邪魔する障害を乗り越えるために戦
略を立てたことが無い人はいますか？私たちはど
のようにするかを知っていますが、それは「暗黙
知」であり「形式知（訳注：伝えられる知識）」
ではないのです。私たちはそれらをしていますが、
私たちはそれをどう正確にするのか考えたことが
ないのです。これから私たちが共に学んでいくの
はこの「暗黙」を明確にしていくことです。それ
によって、技術、スキルを磨き、これらのスキル
を使う目的を作っていくことができるのです。

　

オーガナイジングを学ぶ

　オーガナイジングとは実践であり、「する方法」
です。自転車に乗ることを学ぶようなものです。
自転車に乗ることについて書かれた本を何冊読も
うと、実際に自転車に乗る段階ではほとんど役に
たちません。誰しもがはじめて自転車に乗るとき
起こることは、転ぶことです。そこで「心」の出
番になります。あきらめて家に帰るか。あるいは、
また転ぶことがわかっていても勇気をだして自転
車に乗るか。それがバランスをとることを学ぶ唯
一の方法だからです。
　これから私たちが「学ぶ」多くの実践は、皆さ

ドット・リーダーシップ バラバラのリーダーシップ スノーフレーク・
リーダーシップ

出典：M. Ganz (http://communityorganizing.jp/)



みんなで地域を変えるためには

専門家（コーディネーター）に相談する

その3

地域のことをどのくらいご存じですか？
このパンフレットはいざ、何かをやりたいと
思ったとき、自分でやりたいことを見つける
ヒントになるよう作成しました。

住み慣れた地域でいつまでも元気で過ごす
ために、やりがいや生きがいをみつけませ
んか！

活動希望チェック
「何かやりたい」という気持ちを整理してみま
しょう！

内容 □地域のことを知りたい・・・・・①
□地域とゆるくつながりたい・・・②
□地域の役に立ちたい・・・・・・③
□健康を保ちたい・・・・・・・・④
□学びを深めたい・・・・・・・・⑤

自分の興味ある活動について、中を確認してみま
しょう！
各項目の詳細は、二次元コードから確認ができ
ます。

自分はどんな活動ができるかな？
もし迷ったら、生活支援コーディネーターに
ご相談ください！
生活支援コーディネーターは、地域のサービスについて把
握し、みなさまが地域とつながり、生き生きと暮らしてい
くための支援を行っています。
市には、４か所の地域包括支援センターと小金井市
介護福祉課に配置されています。

き た
み な み
ひ が し
に し
市介護福祉課

042-388-2440
042-388-8400
042-386-6514
042-386-7373
042-387-9845

メモ

小金井市福祉保健部介護福祉課包括支援係
〒184-8504 東京都小金井市本町6丁目6番3号
℡:042－387－9845

小金井市

地域デビューガイド
～さくら体操リーダーとして活動中～

週１回集まって皆で体操、少しだけでも
おしゃべりすることがいかに大切か、
良い刺激になっています。

～スマホサポーターとして活動中～

シニアの方から、「ありがとう」と
言ってもらえてとてもうれしいです。
やりがいを感じています。

～活き生きボラポの登録をして～

市内介護事業所のボランティア活動すると、
活動スタンプがもらえて、そのスタンプが
さくらポイントに交換できるのがうれしいです。
自分の健康のためにもなっています。

自分の居場所を見つけよう！

地域デビューの先輩の声です！

小金井市　応援ブック

生活支援コーディネーター



みんなで地域を変えるためには

地域活動における2つの楽しさ

その4
その場にいることで
行為自体が楽しい

行為自体は楽しくは
ないかもしれないけ
ど、行為の先に望ま
しい光景が広がる

• 短期的
• 代替可能
• ハードルが低い

• 長期的
• 唯一無二
• ハードルが高い



社会的背景



時間の経過

経済の規模

伝統的社会 市場経済 工業化社会 情報化社会 定常型社会

地域共同体 ⼈⼝の都市化
核家族化 個⼈化

コミュニティ政策

ボランティアの振興

持続可能性
ローカル化

一億総活躍社会
（地方創生／地域共生社会）

広井良典（2019）『⼈⼝減少社会のデザイン』東洋経済，p.145を⼀部加筆・修正

経済システムの進化と定常型社会



出典：厚⽣労働省（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_21481.html）



出典：総務省（https://www.soumu.go.jp/main_content/000273900.pdf）



出典：⽇本経済研究センター（https://www.jcer.or.jp/）



この国にはなんでもある、
だが、希望だけがない。



現代に必要なのは
“あきらめ”だ。



時代の大きな転換期
必要なことは「悩む」こと



出典：前野隆司（2013）『幸せのメカニズム 実践・幸福学入門』講談社現代新書．

地位財 vs 非地位財

環境に恵まれている幸せ
健康である幸せ
心の要因による幸せ

自己実現と成長
つながりと感謝
前向きと楽観
独立とマイペース



時間の経過

経済の規模

伝統的社会 市場経済 工業化社会 情報化社会 定常型社会

地域共同体 ⼈⼝の都市化
核家族化 個⼈化

コミュニティ政策

ボランティアの振興

持続可能性
ローカル化

一億総活躍社会
（地方創生／地域共生社会）
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岐路に立つ地域福祉



変化を生み出す市民





A

B

まだ変わってないこと
•⼈が⼈を殺し合うこと（戦争）。
•「外国⼈」は平等の権利をもたない。
•「貧困」は⾃⼰責任。
•親の所得が⼦の学歴に影響する。
•地域活動に参加する⼈は稀有な⼈。

あたり前だったこと（変わったこと）
•⼩作⼈の⼦どもは⼩作⼈。
•「⿊⼈」は「⽩⼈」と同じ権利をもたない。
•「呆け⽼⼈」は家の奥に閉じ込めておく。
•⼥性は選挙に参加できない。
•⾞いすの利⽤者は地下鉄を利⽤できない。



“Never doubt that a small group of 
thoughtful, committed, citizens can 
change the world. Indeed, it is the only 
thing that ever has.”
「良識と強い意志をもつわずかな⼈間の集ま
りが世界を変えうるということを疑ってはい
けません。
実際、世界を変えてきたのはそういう⼈たち
だけなのですから。」

マーガレット・ミード（文化人類学者）


